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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】令和2年8月13日(2020.8.13)

【公開番号】特開2018-1275(P2018-1275A)
【公開日】平成30年1月11日(2018.1.11)
【年通号数】公開・登録公報2018-001
【出願番号】特願2017-124782(P2017-124782)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｋ   9/073    (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ   9/18     (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ   9/23     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｋ    9/073    ５３０　
   Ｂ２３Ｋ    9/18     　　　Ｚ
   Ｂ２３Ｋ    9/23     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月26日(2020.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アーク溶接システムであって、
　ステンレス鋼上で溶接プロセスを実行するための溶接出力を生成する溶接電源であって
、前記溶接出力はＡＣ溶接出力電流を有する溶接電源と、
　前記溶接電源を制御して前記溶接出力を生成する、前記溶接電源に結合されるコントロ
ーラと、を備え、前記ＡＣ溶接出力電流の極性平衡は、ＤＣマイナスに向かってバイアス
をかけられ、以下の数式１に従う、１００未満のマイナス効果を有し、
【数１】

　ここで、
　Ｂ＝電極がプラスに帯電される時間のパーセンテージ、
　Ｉｐ，ｐ＝電極プラス領域におけるピーク電流、
　Ｉｐ，ｎ＝電極マイナス領域におけるピーク（絶対）電流、
　Ｖｐ，ｐ＝電極プラス領域におけるピーク電圧、そして、
　Ｖｐ，ｎ＝電極マイナス領域におけるピーク（絶対）電圧である、
　アーク溶接システム。
【請求項２】
　前記マイナス効果は－７００～１００の範囲にある、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記マイナス効果は－７００～０の範囲にある、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
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　前記マイナス効果は－１００～１００の範囲にある、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記マイナス効果は－１００～０の範囲にある、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記マイナス効果は－８０～８０の範囲にある、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記マイナス効果は－８０～０の範囲にある、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記溶接出力はサブマージアーク溶接出力である、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　アーク溶接システムであって、
　ステンレス鋼上で溶接プロセスを実行するための溶接出力を生成する溶接電源であって
、前記溶接出力は第１の溶接出力部分及び第２の溶接出力部分を有し、前記第１の出力部
分がＡＣ溶接出力電流を有する、溶接電源と、
　前記溶接電源を制御して前記溶接出力を生成する、前記溶接電源に結合されるコントロ
ーラと、を備え、前記ＡＣ溶接出力電流の極性平衡は、ＤＣマイナスに向かってバイアス
をかけられ、以下の数式１に従う、－７００～１００の範囲にあるマイナス効果を有し、
【数２】

　ここで、
　Ｂ＝電極がプラスに帯電される時間のパーセンテージ、
　Ｉｐ，ｐ＝電極プラス領域におけるピーク電流、
　Ｉｐ，ｎ＝電極マイナス領域におけるピーク（絶対）電流、
　Ｖｐ，ｐ＝電極プラス領域におけるピーク電圧、そして、
　Ｖｐ，ｎ＝電極マイナス領域におけるピーク（絶対）電圧であり、
　前記第１の溶接出力部分は、前記溶接出力の全持続時間の３５～９５％の範囲にある、
　アーク溶接システム。
【請求項１０】
　前記第１の溶接出力部分は、前記溶接出力の全持続時間の４５～８５％の範囲にある、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　アーク溶接の方法であって、
　溶接電源から溶接出力を生成するステップであって、前記溶接出力がＡＣ溶接出力電流
を有するステップと、
　前記ＡＣ溶接出力電流の極性平衡がＤＣマイナスに向かってバイアスをかけられるよう
に、前記溶接出力を制御するステップと、
　前記ＡＣ溶接出力電流の少なくとも一部分が、以下の数式１に従う、１００未満のマイ
ナス効果を有するように、前記溶接出力を制御するステップと、を含み、
【数３】

　ここで、
　Ｂ＝電極がプラスに帯電される時間のパーセンテージ、
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　Ｉｐ，ｐ＝電極プラス領域におけるピーク電流、
　Ｉｐ，ｎ＝電極マイナス領域におけるピーク（絶対）電流、
　Ｖｐ，ｐ＝電極プラス領域におけるピーク電圧、そして、
　Ｖｐ，ｎ＝電極マイナス領域におけるピーク（絶対）電圧である、
　方法。
【請求項１２】
　前記マイナス効果は－７００～１００の範囲にある、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記マイナス効果は－７００～０の範囲にある、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記マイナス効果は－１００～１００の範囲にある、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記マイナス効果は－１００～０の範囲にある、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記マイナス効果は－８０～８０の範囲にある、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記マイナス効果は－８０～０の範囲にある、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記溶接出力はサブマージアーク溶接出力である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記少なくとも一部分は、前記溶接出力の全持続時間の３５～９５％の範囲にある、請
求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記少なくとも一部分は、前記溶接出力の全持続時間の４５～８５％の範囲にある、請
求項１１に記載の方法。
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